
タ
イ
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
震
源
地
で
あ
る
が
、

一
○
年
前
と
比
べ
て
経
済
指
標
は
大
幅
に
改
善
し

て
い
る
。
通
貨
危
機
発
生
直
前
の
一
九
九
六
年
、

タ
イ
の
経
常
収
支
赤
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
七
・
九
％
に

達
し
、
海
外
か
ら
大
量
の
資
本
が
流
入
し
て
対
外

債
務
が
増
加
し
て
い
た
。
通
貨
危
機
後
は
経
常
収

支
が
黒
字
と
な
り
、
外
貨
準
備
も
二
○
○
六
年
末

に
六
七
○
億
ド
ル
ま
で
積
み
増
し
て
、
五
九
六
億

ド
ル
の
対
外
債
務
す
べ
て
を
ま
か
な
え
る
。
通
貨

危
機
の
引
き
金
と
な
っ
た
金
融
機
関
の
不
良
債
権

額
も
大
幅
に
縮
小
し
、
不
良
債
権
比
率
は
一
九
九

九
年
五
月
の
四
七
・
七
％
か
ら
順
調
に
低
下
し
て
、

二
○
○
六
年
末
に
は
七
・
五
％
と
な
っ
た
。
金
融

機
関
再
建
処
理
の
た
め
の
政
府
負
担
が
一
因
と
な

っ
て
増
大
し
た
公
的
債
務
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

公
的
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
○
○
二
年
度
末
の
五

一
・
四
％
か
ら
二
○
○
六
年
度
末
に
は
三
八
・
三

％
に
低
下
し
て
い
る
。

●
タ
イ
の
金
融
政
策

タ
イ
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
は
、
①
一
九
九
七

年
の
通
貨
危
機
発
生
以
前
、
②
通
貨
危
機
直
後
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
経
済
政
策
監
督
期
、
③
二
○
○
○

年
五
月
以
降
の
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ

採
用
に
時
期
区
分
で
き
、
重
点
対
象
は
、
①
為
替

相
場
、
②
通
貨
供
給
量
、
③
物
価
で
あ
っ
た
。

一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
発
生
以
前
は
、
金
融

政
策
の
重
点
が
為
替
相
場
の
安
定
に
置
か
れ
て
い

た
（
図
１
）。
タ
イ
中
央
銀
行
は
公
式
に
は
通
貨

バ
ス
ケ
ッ
ト
制
を
採
用
し
て
い
た
が
、
事
実
上
は

ド
ル
に
ペ
ッ
グ
し
た
為
替
相
場
に
よ
り
、
海
外
と

の
貿
易
や
投
資
の
促
進
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ド
ル
と
連
動
し
た
為
替
相
場
で
は
、
国
内

の
金
融
政
策
が
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

タ
イ
の
銀
行
間
金
利
は
お
お
む
ね
ア
メ
リ
カ
の
政

策
金
利
に
対
応
し
た
動
き
を
示
し
て
お
り
、
タ
イ

中
銀
が
独
自
に
、
例
え
ば
イ
ン
フ
レ
に
対
応
し
た

金
融
政
策
を
発
動
で
き
る
余
地
は
限
ら
れ
た
。
こ

の
副
作
用
は
、
一
九
九
○
年
代
以
降
タ
イ
政
府
が

金
融
自
由
化
の
一
環
と
し
て
資
本
移
動
の
自
由
化

を
進
め
る
に
従
っ
て
、
よ
り
顕
著
と
な
っ
て
き
た
。

一
九
九
○
年
代
半
ば
に
は
タ
イ
の
輸
出
競
争
力
が

低
下
し
て
、
為
替
相
場
の
過
大
評
価
が
明
ら
か
と

な
っ
て
く
る
。
タ
イ
中
銀
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
為
替

変
動
幅
拡
大
の
勧
告
を
受
け
入
れ
ず
、
ヘ
ッ
ジ
フ

ァ
ン
ド
な
ど
投
機
筋
に
よ
る
通
貨
投
機
に
対
抗
し

て
市
場
介
入
を
実
施
し
た
が
、
外
貨
準
備
が
枯
渇

し
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

タ
イ
政
府
は
一
九
九
七
年
七
月
、
為
替
制
度
を

変
動
相
場
制
（
公
式
に
は
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
）
へ

変
更
し
、
そ
の
後
バ
ー
ツ
の
価
値
は
急
速
に
下
落

し
た
。
ま
た
外
貨
準
備
を
回
復
す
る
た
め
に
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
主
導
し
た
総
額
一
七
二
億
ド
ル
の
緊
急
融

資
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
経
済
政
策
の
大
枠
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
勧
告
し
た
総
需
要
管
理
政
策
の
下
で
、
金

融
政
策
の
重
点
は
通
貨
供
給
量
に
置
か
れ
、
マ
ク

ロ
経
済
の
安
定
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
引
き
締
め
政
策
に
よ
り
、
投
資
や
消
費
は
冷

え
込
ん
で
景
気
は
急
激
に
後
退
し
た
。
ま
た
金
融

機
関
の
貸
し
渋
り
も
加
わ
り
、
通
貨
供
給
量
の
目

標
と
信
用
創
造
、
さ
ら
に
経
済
成
長
と
の
間
に
明

確
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
通

貨
供
給
量
に
目
標
を
置
く
金
融
政
策
は
対
外
的
に

わ
か
り
に
く
く
、
経
済
の
方
向
性
を
示
す
金
融
政

策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

●
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ

タ
イ
中
銀
は
二
○
○
○
年
五
月
か
ら
イ
ン
フ
レ

・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
し
、
物
価
の
安
定

を
金
融
政
策
の
重
点
目
標
と
し
た
。
物
価
の
安
定

が
目
標
に
定
め
ら
れ
た
理
由
は
、
低
い
物
価
上
昇

タ
イ
│
金
融
制
度
改
革
の
進
展
と
「
市
場
と
の
対
話
」
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率
が
国
民
の
購
買
力
を
保
ち
、
国
の
競
争
力
を
維

持
し
て
、
長
期
的
な
消
費
や
投
資
の
計
画
に
寄
与

す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
変
動
相

場
制
の
下
で
は
、
中
銀
に
よ
る
物
価
の
安
定
を
目

指
し
た
金
融
政
策
は
効
果
が
期
待
で
き
、
不
況
で

物
価
水
準
が
高
く
な
い
場
合
は
、
緩
和
政
策
に
よ

り
経
済
を
刺
激
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

物
価
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
タ
イ
中
銀
は
イ

ン
フ
レ
の
目
標
値
を
、
生
鮮
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
を
除
く
コ
ア
物
価
上
昇
率
○
〜
三
・
五
％
に

定
め
た
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
達
成
す
る
手
段

と
し
て
、
金
融
政
策
決
定
会
合
が
物
価
の
現
状
を

検
討
し
た
上
で
、
政
策
金
利
で
あ
る
一
四
日
物
レ

ポ
金
利
（
二
○
○
七
年
か
ら
翌
日
物
レ
ポ
金
利
に

変
更
）
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
政
策
金
利
を
誘

導
す
る
た
め
に
、
中
銀
は
公
開
市
場
操
作
、
預
金

準
備
率
操
作
、
窓
口
規
制
な
ど
を
実
施
す
る
。
政

操
作
、
窓
口
規
制
な
ど
を
実
施
す
る
。
政

、
窓
口
規
制
な
ど
を
実
施
す
る
。
政

策
金
利
の
変
更
が
、
市
中
金
利
、
信
用
創
造
、
資

産
価
格
、
為
替
相
場
な
ど
を
通
し
て
需
要
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
物
価
が
決
ま
る
構
図
で
あ
る
。

イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
採
用
に
よ

り
、
金
融
政
策
の
透
明
性
や
説
明
責
任
の
面
で
も

以
前
と
比
べ
て
向
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
融

政
策
決
定
会
合
の
委
員
は
、
中
銀
総
裁
、
副
総
裁

二
名
の
ほ
か
に
外
部
有
識
者
四
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
中
銀
の
意
向
だ
け
で
金
融
政
策
は
決
定
で

き
な
い
。
同
会
合
は
六
〜
八
週
間
お
き
に
年
八
回

開
催
さ
れ
、
開
催
期
日
は
事
前
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
会
合
後
は
毎
回
、
決
定
内
容
が
発
表
さ

れ
、
決
定
に
至
っ
た
資
料
も
公
開
さ
れ
る
。
ま
た

四
半
期
ご
と
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ポ
ー
ト

が
刊
行
さ
れ
、
経
済
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
政
策
金
利
の
動
向

二
○
○
○
年
五
月
以
降
現
在
ま
で
、
コ
ア
物
価

上
昇
率
は
目
標
値
で
あ
る
○
〜
三
・
五
％
に
収
ま

っ
て
い
る
（
図
２
）。
政
策
金
利
の
動
向
か
ら
二

○
○
四
年
八
月
以
前
と
以
降
に
、
時
期
を
区
分
で

き
よ
う
。
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
導
入

当
初
は
、
通
貨
危
機
に
よ
る
落
ち
込
み
か
ら
経
済

が
回
復
す
る
途
上
で
、
物
価
を
押
し
上
げ
る
要
因

も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
経
済
を
刺
激
す
る
た
め
に
、

政
策
金
利
は
歴
史
的
に
低
い
水
準
に
据
え
置
か
れ
、

緩
和
政
策
が
続
け
ら
れ
た
。
二
○
○
三
年
に
入
り

経
済
が
成
長
す
る
一
方
で
、
二
○
○
四
年
半
ば
か

ら
原
油
価
格
が
上
昇
し
て
、
物
価
へ
の
波
及
が
懸

念
さ
れ
た
た
め
、
一
・
二
五
％
で
あ
っ
た
政
策
金

利
は
同
年
八
月
以
降
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

引
き
締
め
政
策
に
転
換
し
て
い
る
。
物
価
上
昇
率

は
二
○
○
六
年
五
月
に
六
・
二
％
に
達
し
、
政
策

金
利
も
同
年
六
月
に
五
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
二
○
○
七
年
に
入
っ
て
原
油
価
格
の
下
落
と

と
も
に
イ
ン
フ
レ
も
お
さ
ま
り
、
政
策
金
利
も
段

階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。

（
後
述
）。。

物
価
の
安
定
に
重
点
を
置
い
た
金
融
政
策
は
、

こ
れ
ま
で
特
段
の
問
題
も
な
く
運
営
さ
れ
て
き
た

が
、
改
善
を
検
討
す
べ
き
点
も
指
摘
で
き
よ
う
。

ま
ず
イ
ン
フ
レ
の
目
標
値
と
さ
れ
た
コ
ア
物
価
上

昇
率
○
〜
三
・
五
％
は
、
長
期
的
な
経
済
の
安
定

を
考
慮
し
て
設
定
の
幅
が
広
く
と
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
目
標
を
よ
り
厳
格
に
し
て
、
機
動
的
な
政

策
運
営
を
望
む
意
見
も
あ
る
。
つ
ぎ
に
物
価
の
安

定
以
外
の
不
安
定
な
経
済
の
諸
問
題
に
、
金
融
政

策
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
課
題
で
あ

る
。
と
く
に
為
替
相
場
を
左
右
す
る
資
本
の
流
出

入
へ
の
対
応
が
二
○
○
六
年
末
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
為
替
相
場
は
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ
の
経
済
の
安
定
を
図

る
た
め
に
金
融
政
策
を
行
使
す
る
と
い
う
姿
勢
を

タ
イ
中
銀
は
堅
持
し
て
い
る
（
後
述
）。
さ
ら
に

金
融
政
策
の
決
定
に
携
わ
る
現
在
の
外
部
有
識
者

四
名
は
、
官
僚
あ
る
い
は
官
僚
出
身
者
が
占
め
て

お
り
、
経
済
界
や
学
者
な
ど
社
会
の
意
見
を
広
く

反
映
す
る
構
成
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

●
金
融
機
関
の
監
督
政
策

金
融
機
関
の
監
督
政
策
も
、
一
九
九
七
年
の
通

貨
危
機
を
境
に
従
来
の
保
護
行
政
が
大
き
く
転
換

し
た
。
タ
イ
中
銀
は
金
融
機
関
に
対
し
て
、
国
際

基
準
に
照
ら
し
た
経
営
の
健
全
性
確
保
を
要
請
し
、

自
己
資
本
比
率
の
引
き
上
げ
、
延
滞
期
間
に
即
し

た
債
権
の
分
類
と
貸
し
倒
れ
引
当
金
の
計
上
を
厳

格
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
下
位
の
銀
行
で
は
、

増
資
に
失
敗
し
て
一
時
国
有
化
あ
る
い
は
外
国
銀

行
に
過
半
数
出
資
を
仰
い
だ
。
上
位
の
銀
行
で
も
、

外
資
の
出
資
比
率
が
増
加
し
、
専
門
経
営
者
を
登

用
す
る
な
ど
、
一
族
に
よ
る
所
有
・
経
営
の
支
配

体
制
は
崩
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

金
融
シ
ス
テ
ム
が
よ
う
や
く
安
定
し
た
二
○
○

よ
う
や
く
安
定
し
た
二
○
○

安
定
し
た
二
○
○

し
た
二
○
○

二
○
○

四
年
、
政
府
は
金
融
セ
ク
タ
ー
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
発
表
し
た
。
計
画
の
目
的
は
、
①
合
併
に
よ

り
金
融
機
関
の
数
を
減
ら
し
、
規
模
の
経
済
を
確

図１　タイの金利と為替レートの推移
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保
し
て
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
、
②
中
小
企
業

や
低
所
得
者
に
対
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
促
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
事
業
範
囲
の
規
制
を
取

り
除
き
、
タ
イ
の
金
融
機
関
は
、
①
す
べ
て
の
金

融
取
引
を
顧
客
に
提
供
で
き
る
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
銀

行
、
②
中
小
企
業
や
個
人
顧
客
向
け
金
融
サ
ー
ビ

ス
に
特
化
す
る
リ
テ
ー
ル
銀
行
に
分
類
す
る
。
同

一
金
融
グ
ル
ー
プ
内
の
預
金
受
入
機
関
は
一
つ
と

し
て
、
監
督
逃
れ
を
防
ぐ
一
方
、
合
併
や
経
営
統

合
を
奨
励
し
た
。
ま
た
外
国
金
融
機
関
は
、
オ
フ

シ
ョ
ア
専
業
を
廃
止
し
て
、
①
外
国
銀
行
の
タ
イ

支
店
、
②
タ
イ
法
人
と
し
て
登
記
さ
れ
る
外
国
銀

行
の
子
会
社
に
分
類
す
る
。
同
計
画
の
実
施
に
よ

り
、
タ
イ
の
金
融
機
関
は
大
幅
に
再
編
さ
れ
、
二

○
○
三
年
末
の
八
三
か
ら
二
○
○
六
年
に
は
四
二

ま
で
減
少
し
た
（
表
１
）。

も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
全
国
均
一
の
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
支
援
（
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
）、
農
業
・
農
業
協
同

組
合
銀
行
（
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
）
の
農
村
開
発
金
融
機
関

へ
の
昇
格
、
商
業
銀
行
に
よ
る
個
人
・
中
小
企
業

向
け
貸
出
の
奨
励
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
商
業
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
金

融
制
度
改
革
に
と
も
な
い
、
か
な
り
変
化
し
て
き

た
。
銀
行
の
収
入
に
占
め
る
預
貸
利
鞘
は
、
通
貨

危
機
以
前
の
九
○
％
か
ら
危
機
後
は
七
八
％
に
低

下
し
た
。
資
本
市
場
の
成
長
も
あ
り
、
企
業
向
け

融
資
が
伸
び
な
い
た
め
、
リ
テ
ー
ル
業
務
に
事
業

の
重
点
を
移
し
て
い
る
。
従
来
は
預
金
、
貸
出
と

も
支
店
の
裁
量
が
大
き
か
っ
た
が
、
顧
客
各
階
層

の
要
望
に
応
じ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
組

織
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
融
資
審
査
・
承
認
の
制

度
化
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
な
ど
も
進
ん
で
き
た
。
二
○

○
二
〜
二
○
○
三
年
に
か
け
て
競
争
が
激
化
し
た

分
野
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
や
住
宅
ロ

ー
ン
に
よ
る
個
人
顧
客
の
取
り
込
み
で
あ
る
。
政

府
は
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、

監
督
対
象
外
で
あ
っ
た
非
銀
行
系
カ
ー
ド
会
社
に

対
し
て
も
カ
ー
ド
事
業
の
規
制
策
を
発
表
し
、
ま

た
タ
イ
銀
行
協
会
と
政
府
住
宅
銀
行
に
あ
っ
た
顧

客
情
報
を
統
合
し
て
、
新
た
な
信
用
調
査
機
関
を

設
立
し
た
。

●
金
融
機
関
事
業
法
の
制
定

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
金
融
機
関
の
監
督

政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
政
府
は
金
融
機
関
事

業
法
の
制
定
と
新
た
な
自
己
資
本
比
率
規
制
（
バ

ー
ゼ
ル
Ⅱ
）
の
金
融
機
関
へ
の
適
用
を
急
い
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
の
監
督
に
関
わ
る
法
律

は
、
一
九
六
二
年
商
業
銀
行
法
な
ど
業
態
ご
と
に

別
個
に
制
定
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
金
融
セ
ク
タ

ー
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
垣
根
を
取
り
払
っ

て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
へ
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
金
融
機
関
事
業
法
で
は
中
央
銀
行
が
一

元
的
に
す
べ
て
の
金
融
機
関
を
監
督
す
る
。
監
督

は
金
融
グ
ル
ー
プ
全
体
を
連
結
し
て
行
い
、
自
己

資
本
や
リ
ス
ク
管
理
な
ど
が
適
切
か
ど
う
か
審
査

す
る
。

新
た
な
国
際
基
準
と
な
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
で
は
、

個
人
・
中
小
企
業
向
け
貸
出
の
信
用
リ
ス
ク
軽
減

や
各
銀
行
に
よ
る
内
部
格
付
の
選
択
的
導
入
な
ど

が
可
能
と
な
り
、
二
○
○
八
年
末
の
正
式
な
導
入

に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
商

業
銀
行
で
は
、
自
己
資
本
比
率
を
増
強
す
る
た
め

に
三
行
が
新
た
に
外
国
金
融
機
関
の
出
資
を
受
け

入
れ
、
国
際
会
計
基
準
に
準
拠
し
た
貸
し
倒
れ
引

当
金
の
積
み
増
し
も
進
め
て
い
る
。

政
府
は
ま
た
預
金
保
護
法
の
制
定
に
よ
り
、
従

来
の
よ
う
に
預
金
の
全
額
で
は
な
く
部
分
的
な
保

証
に
変
更
し
て
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぎ
、
金

融
市
場
の
規
律
を
築
く
方
針
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

金
融
関
連
法
が
制
定
さ
れ
た
後
、
第
二
次
金
融
セ

ク
タ
ー
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
リ
テ

ー
ル
銀
行
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
銀
行
へ
の
昇
格
や
外

国
銀
行
支
店
の
新
規
開
設
を
承
認
す
る
な
ど
段
階

的
な
自
由
化
を
進
め
、
金
融
機
関
の
競
争
促
進
と

体
質
の
強
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

金
融
機
関
の
監
督
政
策
に
つ
い
て
、
通
貨
・
金

融
危
機
を
招
い
た
原
因
を
究
明
し
た
独
立
調
査
委

員
会
は
、
中
央
銀
行
か
ら
監
督
業
務
を
切
り
離
す

よ
う
提
言
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
中
銀
は
金
融
機

関
に
対
す
る
自
己
資
本
や
リ
ス
ク
管
理
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
規
制
を
厳
格
に
適

用
し
、
金
融
危
機
を
未
然
に
防
止
す
る
制
度
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
最
前
線
で
取
引
を
行

っ
て
い
る
金
融
機
関
か
ら
は
、
中
銀
は
現
場
の
状

況
を
必
ず
し
も
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
不
満
の

声
も
聞
か
れ
る
。

●
短
期
外
資
流
入
規
制
の
発
動

金
融
制
度
改
革
は
着
実
に
進
展
す
る
一
方
で
、

昨
年
末
か
ら
中
央
銀
行
の
政
策
運
用
に
関
す
る
問

表１　タイ金融機関の再編
2003 年末

→

2006年

商業銀行 13 商業銀行 14

外国銀行支店 18 リテール銀行 4

商業銀行（兼オフショア） 24 外国銀行支店 17

オフショア専業 5 外国銀行子会社 1

ファイナンス・カンパニー 18 ファイナンス・カンパニー 4

クレジット・フォンシア 5 クレジット・フォンシア 2

合計 83 合計 42

（出所）タイ中央銀行資料�
（注）リテール銀行 2行は審査中�
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題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
中
銀
は
二
○
○

六
年
一
二
月
一
八
日
、
為
替
相
場
の
投
機
に
よ
る

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
短
期
外
資
流
入
規
制
策
を

発
動
し
た
。
外
為
銀
行
が
非
居
住
者
の
バ
ー
ツ
購

入
に
際
し
て
、
投
資
資
金
の
三
○
％
を
中
央
銀
行

に
預
託
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
一
年
未
満
に
回

収
す
る
場
合
は
資
金
の
一
○
％
が
没
収
さ
れ
る
。

一
二
月
上
旬
に
一
ド
ル
は
三
五
バ
ー
ツ
台
前
半
と

な
り
、
二
○
○
六
年
年
初
か
ら
バ
ー
ツ
は
ド
ル
に

対
し
て
約
一
四
％
上
昇
し
た
が
、
規
制
策
導
入
後

一
週
間
は
、
一
ド
ル
三
六
・
四
バ
ー
ツ
前
後
ま
で

下
落
し
た
。

世
界
的
な
過
剰
流
動
性
と
ド
ル
安
傾
向
が
続
く

な
か
、
タ
イ
で
は
二
○
○
六
年
一
○
月
以
降
、
株

式
や
債
券
に
急
速
な
外
資
の
流
入
が
続
い
て
い
た

（
図
３
）。
タ
イ
中
銀
は
ま
ず
、
投
機
筋
の
バ
ー

ツ
買
い
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ド
ル
買
い
市
場
介

入
、
売
り
オ
ペ
に
よ
る
不
胎
化
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
コ
ス
ト
は
巨
額
に
上
っ
て
い
た
。
つ
ぎ
に
外

為
銀
行
に
対
し
て
非
居
住
者
と
の
短
期
債
券
売
買

の
為
替
取
引
を
規
制
し
た
が
、
効
果
は
限
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
最
後
の
手
段
と
し
て
、
ト
ー
ビ
ン

税
、
チ
リ
が
一
九
九
○
年
代
に
一
時
導
入
し
た
規

制
策
を
参
考
に
、
今
回
の
短
期
外
資
流
入
規
制
を

導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

タ
イ
中
銀
が
取
引
規
制
策
を
導
入
し
た
理
由
は
、

為
替
取
引
規
制
が
厳
し
い
周
辺
国
と
の
輸
出
競
争

力
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
バ
ー
ツ
高
は
、

産
業
界
に
及
ぼ
す
影
響
が
深
刻
と
判
断
し
た
こ
と

に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
規
制
策
は
、
多
く
の
副
作

用
を
伴
っ
て
い
た
。
導
入
の
翌
日
に
は
、
タ
イ
証

券
取
引
所
の
株
価
指
数
が
前
日
比
で
約
一
五
％
下

落
し
た
た
め
、
政
府
は
急
遽
、
規
制
緩
和
措
置
を

発
表
し
、
株
式
投
資
目
的
の
為
替
取
引
は
規
制
の

対
象
外
と
し
た
。

副
作
用
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
、
二
○
○
七

年
に
入
り
タ
イ
中
銀
は
さ
ら
に
、
資
本
取
引
規
制

の
緩
和
策
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
ず
タ
イ
企
業
の

外
貨
持
ち
出
し
規
制
を
緩
和
し
、
タ
イ
企
業
の
海

外
市
場
に
お
け
る
調
達
外
貨
は
強
制
預
託
の
対
象

外
と
し
た
。
つ
ぎ
に
為
替
ヘ
ッ
ジ
す
る
こ
と
を
条

件
に
、
外
貨
建
て
借
入
に
は
強
制
預
託
の
適
用
を

は
ず
し
た
。
加
え
て
バ
ー
ツ
建
て
債
券
と
ユ
ニ
ッ

加
え
て
バ
ー
ツ
建
て
債
券
と
ユ
ニ
ッ

バ
ー
ツ
建
て
債
券
と
ユ
ニ
ッ

ト
ト
ラ
ス
ト
へ
の
投
資
に
関
し
て
も
、
為
替
ヘ
ッ

ジ
を
行
い
専
用
の
非
居
住
者
バ
ー
ツ
預
金
を
開
設

す
れ
ば
、
強
制
預
託
は
免
除
さ
れ
た
。
バ
ー
ツ
高

バ
ー
ツ
高

が
さ
ら
に
進
ん
だ
七
月
に
は
、
非
居
住
者
に
よ
る

七
月
に
は
、
非
居
住
者
に
よ
る

国
内
金
融
機
関
と
の
取
引
を
部
分
緩
和
し
、
外
貨

保
有
規
制
の
緩
和
策
を
追
加
し
て
い
る
。

政
策
金
利
に
関
し
て
は
、
二
○
○
六
年
一
二
月

の
タ
イ
中
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
で
は
五
・
○
％

で
据
え
置
き
、
外
資
流
入
規
制
を
目
的
と
し
た
利

下
げ
は
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
二
○
○
七
年
に

入
っ
て
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
遠
の
き
、
低
迷
す
る
内

需
を
刺
激
す
る
必
要
か
ら
、
一
月
か
ら
五
回
連
続

で
引
き
下
げ
ら
れ
、
七
月
に
は
三
・
二
五
％
と
な

っ
た
。
中
銀
の
為
替
相
場
に
関
す
る
政
策
ス
タ
ン

ス
は
、
特
定
の
目
標
相
場
圏
に
誘
導
す
る
の
で
は

な
く
、
為
替
相
場
の
急
激
な
変
動
を
抑
制
し
て
、

輸
出
や
外
貨
建
て
債
務
へ
の
深
刻
な
影
響
を
防
ぐ

こ
と
に
あ
る
。
急
激
な
為
替
変
動
へ
の
対
策
は
、

上
述
の
資
本
流
出
入
規
制
措
置
で
あ
り
、
政
策
金

利
の
変
更
は
正
式
な
手
段
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。

●
中
央
銀
行
の
独
立
性

三
月
に
チ
ャ
ロ
ン
ポ
ッ
プ
財
務
大
臣
が
就
任
し

て
か
ら
、
新
中
央
銀
行
法
の
行
方
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
政
治
介
入

を
防
ぎ
中
銀
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中

銀
総
裁
の
任
免
権
は
内
閣
で
は
な
く
、
有
識
者
で

構
成
す
る
委
員
会
が
持
つ
と
い
う
考
え
方
が
支
配

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昨
年
末
か
ら
バ
ー
ツ
高
へ

の
中
銀
の
対
応
の
不
手
際
が
指
摘
さ
れ
、
中
銀
は

政
府
と
一
体
と
な
っ
て
機
動
的
な
対
策
を
採
る
べ

き
と
い
う
意
見
が
台
頭
し
て
い
る
。
つ
ま
り
中
銀

の
金
融
政
策
は
政
府
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
と
整
合

性
を
と
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
中
銀
に
は
政

策
手
段
を
行
使
す
る
権
限
は
あ
る
が
、
政
策
目
的

を
選
択
す
る
権
限
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

中
銀
の
バ
ー
ツ
高
へ
の
対
応
は
、
輸
出
産
業
へ
の

配
慮
が
優
先
さ
れ
、
市
場
へ
の
影
響
は
必
ず
し
も

事
前
に
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
段
階
的
な
取
引
規
制
策
と
金

利
引
き
下
げ
の
併
用
な
ど
政
策
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
当
局
が
意
図
し
て
い
る
方
向
性
を
市
場
に

示
し
な
が
ら
、
市
場
と
対
話
す
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

（ 

ひ
が
し　

し
げ
き
／
西
南
学
院
大
学
経
済
学

部
教
授
）

［
付
記
］
タ
イ
の
金
融
政
策
と
金
融
機
関
の
監
督

と
金
融
機
関
の
監
督

金
融
機
関
の
監
督

政
策
に
関
し
て
は
、
タ
イ
開
発
研
究
所
（
Ｔ
Ｄ

Ｒ
Ｉ
）
二
○
○
六
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る

タ
イ
中
銀
関
係
者
の
発
表
論
文
を
参
照
し
た
。

参
照
し
た
。

し
た
。

図３　タイへの民間資本流入

（出所）タイ中央銀行��
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